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学校便り 

 
  令和 ２年 １月 ８日 

新宿区立東戸山小学校 

   校 長  江原 敦史 

No.９  

【１月行事予定】 
 7 火 ・冬季休業日 終  

 8 水 
・始業式 （給食なし）    下校 12:20 

・安全指導日 
 

 9 木 ・給食始 ・避難訓練     ・委員会⑨  

10 金 ・新宿区学力定着度調査(2～6)（1・2校時） SC 

11 土   

12 日         

13 月   ＝ 成人の日 ＝  

14 火 
・発育測定(4～6) 

・研究授業（2-2） 他学級は下校 13:10 
SC 

15 水 
・児童集会         ・クラブ⑩ 

・発育測定(1～3若) 
 

16 木   

17 金 
・特別支援学級連合作品展始（～1/29） 

[新宿文化ｾﾝﾀｰ地下１階] 
SC 

18 土 

[特別時程]  ・書き初め展始（～1/31） 

・和太鼓発表会 ・獅子舞の会 

・学年行事みそ作り体験(3) 

（給食なし）下校 12:00 

 

19 日   

20 月 ・全校朝会 ・たてわり班遊び SC 

21 火  SC 

22 水 
・児童集会 ・薬物乱用防止教室(6) 

・クラブ見学(3)      ・クラブ⑪ 
 

23 木 ・プラネタリウム(4)  

24 金 ・遠足（１～３） SC 

25 土 (出世稲荷神社 豆まき大会)  

26 日   

27 月 
・全校朝会 

・研究授業（若草） 他学級は下校 13:10 
SC 

28 火 ・特別支援学級連合作品展見学(若草) SC 

29 水 
・音楽朝会         下校 13:10 

・特別支援学級連合作品展終 
 

30 木   

31 金 ・社会科見学(5)  ・書き初め展終 SC 

2/1 土   

2/2 日   

2/3 月 ・全校朝会  ・安全指導日 SC 

2/4 火 ・読書期間始 SC 

2/5 水 ・体育朝会         下校 13:10  

 

「細井平洲から学ぶこと」 

校長 江原 敦史 

 

江戸時代に細井平洲という儒学者がいました。 

この人は米沢藩主上杉鷹山の師であった人で、教

育にも関心が深く多くの言葉を残しています。 

細井平洲が書いた「櫻鳴館遺草」の中から、大変

示唆に富んだ言葉がありましたので、紹介します。 

 

心狭く偏狭な質の人を師に迎えてはなりません。 

なぜかと申しますと、人を教えるうえでは、菊好

きの人が菊を作るようにしてはならないもので、百

姓の菜・大根を作るようにと心得ねばならないもの

でございます。 

菊好きの人が菊を作るというのは、「花、形が見事

に揃うよう、立派な菊の花ばかりを咲かせよう」と

して、多くの枝をもぎり取り、過ぎた蕾は摘み取っ

て、伸び過ぎたところは切り揃え、好みどおりに仕

立て、咲かない花は、花畑の中に一本もないように

するもの。 

しかし、百姓の菜・大根作りというのは、「一本一

本も大事にして、畑の中には、上手に育ったもの、

そうでないもの、へぼなものもあったりして、大き

さも大小さまざまに不揃いなもの。それらを、それ

ぞれに、大事に育て、よくできたもの、そうでない

ものも、食の用に立つようにと育てるもの」です。 

学ぶ者一人一人に応じた世話のできる人が、師の

任に相応しい人でございます。 

「『人の才は一様ではない』との道理を弁えず、思

い通りに一様に育てることができる」と考える偏狭

な人では、教えを受ける者にとって大変迷惑なこと

でございます。 

知識に優れた者・そうでない者、才のある者・な

い者、それぞれに相応の世話をして、先々、心善き

人になれば、何かの用に立つことはあると考えるこ

とのできない、狭い了見の人は師にしたくないもの

でございます。（「櫻鳴館遺草口訳(第四版) 岳 邑二」より） 

 

要約すると、「人を育てることは、菊づくりのよう

にすべて思い通りに一様に育てることではない。農

家の方が大小不ぞろいの野菜の一つ一つを大切に育

てることに通ずることだ。また、そのような育て方

ができる人が師としてふさわしい」ということです。 

 

私たちもそのようにありたいと思います。 

今年も、ご家族の方々とともに、子どもたち一人

一人の個性、特性を受け止めながら教育に当たって

まいります。ご理解、ご協力のほど、よろしくお願

い申し上げます。 



書き初め展 
○１月１８日（土）から３１日（金）まで 

１・２年・若草１・２年：硬筆 
３～６年・若草３～６年：毛筆 

 
 学年毎のめあてをもって、子どもたちが取り組

んだ作品を掲示します。とめ、はね、はらいなど

字形を整えて書こうと努力した子どもたちの作

品をご覧ください。 

 
＜掲示場所＞ 
各教室前  廊下掲示板（1～５年・若草） 
屋上庭園横 廊下掲示板（６年） 

ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で本校は 62 周年を迎えました。 
４年生の総合的な学習の時間で東戸山小学校の歴史について調べ、9 月 21 日の

開校記念集会で発表しました。 
○昔、戸山ハイツは木造の一軒家だったこと。 
○昔の校舎は三徳の向かい側にあったこと。 
○夏には千葉県の岩井海岸で臨海学校があったこと。 
○昔は牛乳の代わりに脱脂粉乳が毎日給食に出ていたこと。 
○昔は遊び道具も手作りだったこと。 
○昔は音楽室を普通教室に使うほど、児童数が多かったこと。 
○昔は、プールでつりをする、つりクラブがあったこと。 

調べていく中で多くの変化があることがわかり、子どもたちは驚くとともに、昔
から変わらないどの時も本気でがんばる東戸山の伝統に改めて気づき、そのよき伝
統を受け継いでいこうとする気持ちが高まりました。  4 年担任 石塚 篤史 

「獅子舞の会」 
 

獅子舞の会に向けて、若草学級の子どもたち

は和太鼓の練習を重ねています。今年も３、４

年生のリコーダーの音色と共に、「輝けばやし」

をリズミカルに披露します。「三宅太鼓」では、

大きな動きや迫力ある響きにご期待ください。 

また、今年も太囲野(たいや)会の方々をお呼び

しています。太囲野会は、地域で活躍中の和太

鼓チームで、若草学級の和太鼓を指導してくだ

さっています。太囲野会の演奏や獅子舞、ヒガ

トピースターズの大江戸ダンス等、盛りだくさ

んの内容で行いますので、保護者の皆様もぜひ

一緒にお楽しみください。 

（若草学級担任） 

  

             

 

         

「きそく正しい生活をしよう」 
生活指導部 

 あけましておめでとうございます。新しい年が始まると新鮮な気持ち

になりますね。今年の目標はもう決めましたか？「一年の計は元旦にあ

り」ということわざがあります。今年は○○をがんばろう！そんな目標

を達成するためには、健康で元気に過ごすことが大切です。そのために

も早寝・早起きをして、朝ごはんをしっかり食べること、そして元気に

外で遊ぶことで生活リズムを整えましょう。今月の生活目標は「きそく

正しい生活をしよう」です。冬休みに乱れた生活リズムを切り替えて、

寒い冬にも負けない元気な体をつくりましょう。 

かぜやインフルエンザがはやる時期です。うがい手洗いもしっかり行

いましょう。 

1月１８日（土）に 

「獅子舞の会」 

を行います。 

○獅子舞の会：10時 15分～11時 45分 

       （10時 05分 開場） 

        東戸山小学校 体育館 

           12時下校（給食なし） 

保護者・地域の皆様のご参観をお待ちして 

おります。 

 

＜行事・日程のお知らせ＞ 

○１～３年・若草１～３年 

  遠 足   １月２４日（金） 

○若草学級（全学年） 

  特別支援学級連合作品展見学 

         １月２８日（火） 

 ○５年・若草５年 

社会科見学 １月３１日（金） 

 ○若草学級（全学年） 

   遠 足   ２月 ７日（金） 

 ○６年・若草６年 

   校外学習「キッザニア」見学 

 ２月１０日（月） 

 ○４年・若草４年 

社会科見学 ２月２８日（金） 

 ○６年・若草６年 

社会科見学 ３月１３日（金） 

[お知らせ] 

１年１組 担任教諭 

が、１月５日から産休

に入りました。担任代

理として、中里 満晴 

副校長 が、１年１組の

授業を進めることと 

なりました。よろしく  

お願いいたします。 

 

※１月 18 日（土）は、１・２校時の通常の 

授業公開は、行いません。ご了承ください。 


